
IV. 埋蔵文化財展・埋蔵文化財講演会の記録



愛知県埋蔵文化財センター　年報　平成 19年度　2008.3

「平成 18 年度新出土品」
　朝日遺跡、姫下遺跡、西浦遺跡ほか。

「豊明市所蔵出土品」
　若王子遺跡、九佐山窯跡、大蔵池窯跡ほか。

「豊明の城」
　沓掛城遺跡、大脇城遺跡。

「戦をめぐる考古遺物」
　朝日遺跡、清洲城下町遺跡、名古屋城三の丸遺跡ほか。

「中世のやきものに触れてみよう」
　山茶碗・古瀬戸・常滑など、さまざまな中世のやきものを手にとってみる。

会　場　　豊明市文化会館小ホール　（定員 304 名）
　〒470-1121 豊明市西川町広原 28-1　TEL 0562-93-3310
日　時　　平成 19 年９月 24 日（月、振替休日）　午後１時～午後３時
講　師　　千田嘉博（奈良大学准教授）
テーマ　　「尾張から天下人へ-信長・秀吉・家康の城-」
※　入場無料、申し込み不要

埋蔵文化財講演会

　会　場　豊明市南部公民館　視聴覚室　（定員 100 名）
　第１回
　　日　時　平成 19 年９月 15 日（土）　午後１時～午後３時
　　内　容　豊明市内の発掘調査
　　　「沓掛城遺跡、大脇城遺跡、薬師ヶ根遺跡」
　第２回
　　日　時　平成 19 年９月 22 日（土）　午後１時～午後３時
　　内　容　平成 18 年度の愛知県埋蔵文化財センターの調査
　　　「姫下遺跡、塚原１号窯跡・若宮１号墳、名古屋城三の丸遺跡」
　※　入場無料、申し込み不要

埋蔵文化財講座
　　戦国時代の中でもよく知られる城や場所をウォーキングします。
　第１回（定員  30 名）
　　日　時　平成 19 年９月 16 日（日）　午前９時～午後０時 30 分
　　内　容　清須城から那古野城へ
　第２回（定員  30 名）
　　日　時　平成 19 年９月 23 日（日）　午前９時～午後０時 30 分
　　内　容　沓掛城から桶狭間へ
　両日とも 10km 程度の距離を歩きます。やや距離がありますので、
　参加者は中学生以上とさせていただきます。
　・参加費　100 円（レクリエーション保険料）
　・応募方法　参加者全員の氏名・年齢・郵便番号・住所・電話番号を
　　記入の上「戦の跡を歩こう」係まで、インターネット・ファック
　　ス・往復はがきでお申し込み下さい。
　・応募締切　９月５日（水）応募者多数の場合は抽選を行います。

戦の跡を歩こう

　　日　時　平成 19 年９月９日（日）・17 日（月、振替休日）　　
　　　　　　　午前 11 時と午後２時の２回　
　　　　　　平成 19 年９月 14 日（金）・21 日（金）
　　　　　　　午後７時の１回

展示解説

　　　〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24
　　　TEL 0567-67-4163　FAX 0567-67-3054
　　　アドレス doki@maibun.com

愛知県埋蔵文化財センター

　戦いの歴史は人類が生まれるとともに始まったともいえますが、集団で戦う本格的な「戦争」が行われたのは弥生時
代からとされ、これまでの発掘調査では堀や柵、武器など戦いに関係するものが見つかっています。
　本展示では弥生時代から近代までの「戦」に関わる考古遺物を展示するとともに、わが国が戦乱の時代であった戦国
時代の豊明に所在する沓掛城、大脇城の資料を展示いたします。また同時に、豊明市所蔵の考古資料ならびに愛知県埋
蔵文化財センターが調査した平成 18 年度の遺跡の紹介も行います。

（財）愛知県教育・スポーツ振興財団 
平成 19 年度 埋蔵文化財展
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※ 埋蔵文化財展の会場とは異なります。
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豊明市南部公民館

平成 19 年９月８日（土）
　　～９月 24 日（月・振替休日）

※ 休館日〔９月 10 日（月）・18（火）〕
午前９時～午後５時（金曜日は午前９時～午後８時）

主　催：（財）愛知県教育・スポーツ振興財団 　
　　　　愛知県教育委員会
　　　　豊明市教育委員会

〒470-1151 豊明市前後町善江 1737 番地　パルネス２号館４階　　　　　

http://www.maibun.com

主　管：愛知県埋蔵文化財センター

豊明市南部公民館は駐車場がありません。

公共交通機関をご利用下さい。

TEL 0562-98-1207

国土地理院数値地図 25000（地図画像）「名古屋」「豊橋」
数値地図 50m メッシュ（標高）のデータを使用。

沓掛城遺跡

大脇城遺跡 今川義元の馬印「赤烏」

織田信長の旗印「永楽通宝」

チラシ表

チラシ裏
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平成19年度　埋蔵文化財展・埋蔵文化財講演会について
１　目的

愛知県埋蔵文化財センターの発掘調査により
出土した資料を広く公開し、また、学識経験者に
よる講演会を開催することによって、県民の埋蔵
文化財に対する理解を深めるとともに、郷土に残
された先人の歴史を考え、文化財保護意識の向上
を図る。
２　主催

愛知県教育委員会　　　
豊明市教育委員会
財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団

３　主管
愛知県埋蔵文化財センター

４　埋蔵文化財展
（１）会場：豊明市南部公民館
               豊明市前後町善江1737番地

（２）日時：平成19年９月８日（土）
              〜平成19年９月24日（月・振替休日） 

　　　午前９時〜午後５時
           （金曜日は午前９時〜午後８時）
　　　休館日　９月10日（月）・18日（火）

（３）タイトル：「戦の考古学－豊明の城－」
（４）展示構成

第１コーナー　「平成18年度新出土品」
　豊明市薬師ヶ根遺跡、清須市朝日遺跡、名古 

　　屋市名古屋城三の丸遺跡、瀬戸市塚原１号窯
　　跡、安城市姫下遺跡、豊橋市西浦遺跡など

第２コーナー　「豊明市所蔵出土品」
　若王子遺跡、九左山窯跡、大蔵池窯跡など豊

　　明市所蔵の資料
第３コーナー　「豊明の城」
　豊明市沓掛城遺跡、大脇城遺跡
第４コーナー　「戦をめぐる考古遺物」
　朝日遺跡、清洲城下町遺跡、名古屋城三の丸

　　遺跡、岩倉城遺跡など、弥生時代〜第二次世
　　界大戦にかけての戦に関わる遺物

第５コーナー
　「中世のやきものに触れてみよう」
　山茶碗・古瀬戸・常滑など、実際にさまざま

　　な中世のやきものに触れてみる。



愛知県埋蔵文化財センター　年報　平成 19年度　2008.3

　太平洋戦争では、日本軍は近隣諸国に進軍し、日本国内も連合国軍の攻撃
を受け、大変な被害が出ました。現在でも不発弾などが発見されるニュース
がありますが、発掘調査でも銃弾などが出土することがあります。そして、
名古屋城には陸軍第３師団が入部しており、名古屋城三の丸遺跡の発掘調査
では防空壕をはじめとした様々な軍関連の施設やそれにともなう物資が発見
されています。ここでは、陸軍名古屋病院第二分院地点（現在の名古屋医療
センター地点）の病院に関連する資料と、工兵第三大隊などの倉庫群地点
（現在の名古屋高等裁判所地点）の資料を中心に紹介します。

昭和時代前半

革靴
（名古屋城三の丸遺跡）

鉄兜と銃弾（名古屋城三の丸遺跡他）

活字（名古屋城三の丸遺跡）

倉庫群地点の防空壕
（名古屋城三の丸遺跡）

陸軍名古屋病院で使われた植木鉢
（名古屋城三の丸遺跡）

陸軍で使用された食器類など（名古屋城三の丸遺跡）

弥生時代から古墳時代

　戦いの歴史は人類が生まれるとと
もに始まったともいえますが、集団
で戦う本格的な「戦争」が行われた
のは稲作が中心となった弥生時代か
らだと言われています。
　東海地方の代表的な弥生遺跡であ
る朝日遺跡では、ムラを防御するた
めの環濠と、柵に自然木をからませ
た逆茂木、乱杭列がセットで見つ
かっており、大規模な戦闘があった
ことがわかりました。
　遺物としては、石鏃や石の短剣な

などの石製品のほか、銅鏃、骨鏃・剣、木鏃・
弓・戈・剣・楯など多様な材料で作ら
れた武器類があります。これら
の遺物全てが戦いのための
実用品というわけではあり
ませんが、当時の「戦」を考える上で
貴重な資料となります。
　古墳時代以降は、これらの武器は鉄に
変わり、鎧や
楯もより実戦
的なものに改
良されていき
ます。
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乱杭列（朝日遺跡）

木製鎧
（下懸遺跡）

木製戈（朝日遺跡）

石製短剣
（朝日遺跡）
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鯨骨製剣
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防空壕の出入り口（名古屋城三の丸遺跡）
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沓掛城遺跡

　名古屋市蓬左文庫所蔵「沓掛村古城絵図」には、土塁や堀によって
本丸を中心に二の丸、三の丸、諏訪曲輪などが広がる様子が描かれて
おり、こうした形は地形や地割にも認められています。昭和 56年か
ら 61年にかけて公園整備のために本丸跡の発掘調査が行われ、掘立
柱建物跡や井戸、土塁の痕跡などが確認されました。特に本丸の中央
には礎石建物跡、その北東に庭園に伴うと思われる池などがあり、土
師器皿がやや多く出土しています。このようなことから、本丸では饗
宴などが行われた政治的な場であったと想定することができます。

　沓掛城は、豊明市沓掛町東本郷にある低丘陵
上に築かれた城です。築城や廃城については不
明な点が多く、15世紀前半に近藤氏一族が沓
掛に居住し、16世紀半ばには９代近藤景春が居
城としていたと考えられています。
　桶狭間の戦い直前の今川勢の侵攻で、近藤氏
は沓掛城を明け渡し、その今川氏は強固な城郭
を造り始めたようです。桶狭間の戦い後は、一
時近藤景春が再度入城しましたが、その後は織
田方の簗田出羽守、織田越中守や川口久助が入
り、江戸時代には廃城となったようです。

本丸

二の丸

三の丸

諏訪曲輪

侍屋敷侍屋敷

侍屋敷

鳴海へ

　　　　　　沓掛城の構造
　（名古屋市蓬左文庫所蔵「愛知郡沓掛村古城絵図」を改変した）

礎石建物跡

池跡の調査状況

井戸跡

土師器皿がまとまって出土した状況 池から出土した木簡

発掘調査する前の本丸西側の堀の状況
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第１コーナー　平成 18年度新出土品

第２コーナー　豊明市所蔵出土品

第３コーナー　豊明の城

第４コーナー　戦をめぐる考古遺物

パンフレット

パンフレット
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１　若王子遺跡
２　勅使池遺跡
３　徳田池下遺跡
４　上高根行者堂遺跡
５　薬師ヶ根遺跡

６　山新田神明社窯遺跡
７　桟敷窯遺跡
８　滑窯遺跡
９　姥子窯遺跡
10　九左山窯遺跡
11　大蔵池窯遺跡
12　大根窯遺跡　

13　沓掛城遺跡
14　大脇城遺跡
15　戦人塚遺跡
16　桶狭間古戦場遺跡
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『豊明市史　資料編補一　原始・古代・中世』を改変

豊明市の遺跡

大蔵池
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講演会要旨：
戦国時代は争乱の時代でした。しかし、その中

から新しい政治や社会の仕組みが生まれ、多くの
技術革新が達成されました。城も大きく変化した
もののひとつでした。信長・秀吉・家康による天
下統一とあわせて石垣や天守を備え、本丸を中心
とした近世城郭が出現しました。 

この講演では城の変遷から信長・秀吉・家康の
時代を考えます。

５　埋蔵文化財講演会
（１）会場：豊明市文化会館

　　　   　豊明市西川町広原28-1
（２）日時：平成19年９月24日（月・振替休日）

　　　　午後１時〜午後３時
（３）講師：千田嘉博氏（奈良大学准教授）
（４）演題：尾張から天下人へ

　　　　－信長・秀吉・家康の城－
６　関連事業

（１）埋蔵文化財講座　　
　会場：豊明市南部公民館　視聴覚室
　第１回
　　日時：平成19年９月15日（土）　
　　　　　　午後１時〜午後３時
　　内容：豊明市内の発掘調査
　　「沓掛城遺跡」「大脇城遺跡」
　　「薬師ヶ根遺跡」
　第２回
　　日時：平成19年９月22日（土）　
　　　　　　午後１時〜午後３時
　　内容：平成18年度の愛知県埋蔵文化財セン

　　　　　　ターの調査
　　「姫下遺跡」「塚原１号窯跡・若宮１号墳」　

　　　「名古屋城三の丸遺跡」
（２）戦の跡を歩こう

　第１回（定員 30名）
　　日時：平成19年９月16日（日）　
　　　　　　午前９時〜午後０時30分
　　内容：清須城から那古野城へ
　第２回（定員 30名）
　　日時：平成19年９月23日（日）　
　　　　　　午前９時〜午後０時30分
　　内容：沓掛城から桶狭間へ

（３） 展示解説
　　日時：平成19年９月９日（日）
　　　　　　　　　　　・17日（月、振替休日）

　　　　　　　 午前11時と午後２時の２回　
　　　　　平成19年14日（金）・21日（金）
　　　　　　 午後７時の１回
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戦の跡を歩こう

第１回　清須城から那古野城へ
平成 19年 9月 16日（日）９時～１２時３０分

愛知県教育•スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　主要な見学場所
清須城本丸→清須城武家屋敷推定地→清須城外堀虎口→
　　　　　　　美濃街道→那古野城武家屋敷推定地など

写真は移築復元された清須城本丸出土の石垣

戦の跡を歩こう

第２回　沓掛城から桶狭間へ
平成 19年 9月２３日（日）９時～１２時３０分

愛知県教育•スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　主要な見学場所
沓掛城跡→戦人塚→桶狭間古戦場伝説地など

写真は整備された沓掛城跡の本丸

戦の跡を歩こう「清須城から那古野城へ」

戦の跡を歩こう「清須城から那古野城へ」

戦の跡を歩こう「沓掛城から桶狭間へ」

戦の跡を歩こう「沓掛城から桶狭間へ」

戦の跡を歩こう資料

戦の跡を歩こう資料
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